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こ
の
度
、
引
き
続
き
安
堵
町
政
を
お
預

か
り
す
る
こ
と
と
な
り
、
改
め
て
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
住
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
ま
ち
づ

く
り
の
主
役
と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り
自

己
実
現
を
図
っ
て
い
け
る
ま
ち
と
し
て
、

将
来
像
で
あ
る「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
光

る
交
流
の
ま
ち　

あ
ん
ど
」の
実
現
に
向

け
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
公
共
交
通
の
整
備
、
生
活
基
盤

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
安
堵
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
近
鉄
平
端
駅
と
Ｊ
Ｒ
法

隆
寺
駅
の
直
通
運
行
が
実
現
し
、
年
間

２
万
人
を
超
え
る
利
用
が
あ
り
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
地
域
公
共
交
通
タ
ク
シ
ー
も
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
子
育
て
の
憩
い

の
場
と
し
て
、
子
育
て
広
場「
あ
か
り
」・

一
時
預
か
り
保
育
室
を
開
設
し
子
育
て
環

境
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

防
犯
・
減
災
対
策
と
し
て
町
内
全
域

放
送
設
備
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｄ（
エ
ル
ラ
ド
）の
設

置
や「
え
ー
ま
ち
安
堵
安
心
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」を
使
っ
た
情
報
伝
達
手
段
の

構
築
、
町
内
全
域
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
は
、
町
制
30
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
で
、「
記
念
式
典
」を

は
じ
め
、「
夏
季
巡
回　

ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
」な
ど
一
年
間
を
通
し

て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
住
民
の
皆

様
と
盛
大
に
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
現
で
き
た
こ
と

は
、
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

お
か
げ
だ
と
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
で
は
、
事
業
の
更

な
る
充
実
と
町
の
発
展
に
向
け
て
、
精
一

杯
尽
力
い
た
し
ま
す
。

　
安
堵
町
長
選
で
３
期
目
の
当
選
を

果
た
し
た
西
本
町
長
。

　
２
期
目
の
足
跡
と
今
後
の
展
望
を

紹
介
し
ま
す
。

●
２
期
目
を

　
　
振
り
返
る
と
…
…

「小さくてもキラリ光る交流のまち　あんど」

登庁式 / 訓示
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子
育
て
広
場「
あ
か
り
」や
一
時
預
か

り
保
育
施
設
を
昨
年
開
設
し
、
広
場
に
は

た
く
さ
ん
の
親
子
が
遊
び
に
来
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
な
声
が
響
き

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
は
、
安
堵
保
育
園
が
認

定
子
ど
も
園
へ
と
移
行
し
、
保
育
に
加
え

幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
の
空
調
設
備
の
整

備
、
外
国
語
教
育
の
強
化
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

平
成
24
年
に
運
行
を
開
始
し
た
安
堵

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
現
在
で
は
延

べ
２
万
人
を
超
え
る
方
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
公
共
タ
ク
シ
ー
で
は
、

助
成
対
象
範
囲
を
大
幅
に
拡
充
し
、
町
内

の
病
院
や
公
的
機
関
な
ど
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

３
期
目
に
お

い
て
も
、
公

共
交
通
の
充

実
を
図
り
、

誰
も
が
住
み

や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

桜
ま
つ
り
や
体
育
祭
、
ふ
れ
あ
い
盆
踊

り
大
会
、
文
化
祭
、
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な
ど
住
民
同
士
あ
る
い
は
団
体
同
士
で

地
域
の
支
え
合
い（
互
助
）の
意
識
の
醸

成
と
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
の
安
堵
町
の

　
　
　
　
発
展
を
目
指
し
て

保
育
・
教
育
の

　
充
実
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

1

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

2
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

3

誰
も
が
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

4

み
ん
な
で
進
め
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

5

　

昨
年
、
10
月
に
発
生
し
た
台
風
21
号
や

本
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
な
ど
、
近

年
大
き
な
災
害
が
続
い
て
お
り
、
本
町
で
も

浸
水
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
国
土

交
通
省
の
直
轄
事
業
で
あ
る
大
和
川
水
系

河
川
整
備
計
画
に
基
づ
く
遊
水
地
事
業
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
浸
水
被
害
を
防

ぐ
た
め
の
内
水
対
策
や
避
難
体
制
の
確
立
、

町
内
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
い
、
住
民
の

皆
様
が
安
心
・
安
全
に
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

県
道
大
和
郡
山
広
陵
線
と
天
理
斑
鳩

線
の
完
全
整
備
と
、
大
和
ま
ほ
ろ
ば
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
活
用
し
た
企
業
立
地

の
早
期
実
現
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
住
民
主
導
に
よ
る
岡
崎
川
の
桜
並
木

と
か
か
し
づ
く
り
、
歴
史
・
文
化
観
光

　
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
生
活
が

　
　
　
　
　
　
　
　 

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　

民
間
主
導
で
は
あ
り
ま
す
が
、
岡
崎
地

区
の
10�

ha
の
大
型
事
業
用
地
に
係
る
企
業

誘
致
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
企
業
の
進
出

は
町
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え

ま
す
。
一
方
で
、
私
た
ち
が
目
指
す
ま
ち

づ
く
り
は
、
行
政
主
導
で
達
成
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
様
に
声

を
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
声
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
官
民
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
住
み
続
け

た
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
の
確
立
に
努
め
つ
つ
、
行
政
改
革

を
進
め
る
な
ど
さ
ら
な
る
町
の
発
展
に
向

け
て
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

ゾ
ー
ン
の
拠
点
整
備
を
行
い
、
交
流
人

口
・
関
係
人
口
の
拡
大
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
本
年
３
月
に
、
地
域
交
流
の
拠
点
と

な
る「
安
堵
町
交
流
館
な
で
し
こ
」が
完

成
し
、
カ
フ
ェ
や
マ
ル
シ
ェ
、
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設

と
し
て
、
地
域
団
体
や
自
治
会
な
ど
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
文
化
・
観
光

資
源
の
発
信
、
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
指

し
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て
も
ら
う
機
会
を

創
出
し
ま
す
。

●
西
本
町
政
３
期
目
の
取
り
組
み
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「明治１５０年」
　当町で生まれ、絵画や調度品が身近に
ある環境に育ったことで、創造し、表現
する事を模索し、陶芸の世界で美を追求
しつづけた陶芸家・富本憲吉。
今回は彼の足跡と、郷土の盟友であった
今村荒男とのかかわりについてご紹介し
ます。

作
る
機
関
紙
、「
青せ

い
と
う踏

」の
取
材
で
安
堵
を

訪
れ
た
尾お

た
け竹

一か
ず
え枝

と
出
会
い
、
大
正
３
年

（
一
九
一
四
）に
結
婚
し
ま
す
。
自
宅
と
工

房
を
兼
ね
た
窯か

ま

を
安
堵
に
築
き
、
本
格
的

に
陶
芸
の
創
作
を
始
め
ま
し
た
。
憲
吉

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
陶
器
の
あ

り
方
や
芸
術
性
を
求
め
、「
大
衆
の
生
活

の
中
に
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
供
給
す
る
」

可
能
性
を
求
め
て
作
陶
を
続
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、そ
れ
ら
の
作
品
に
描
か
れ
た
図

案
は
、安
堵
周
辺
の
、ご
く
身
近
な
景
観
や

自
然
を
自
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
て
生
み
出
さ
れ

た
模
様
で
し
た
。「
竹
林
月
夜
」「
曲
る
道
」

「
大
和
川
急
雨
」「
て
い
か
か
ず
ら
」「
牡ぼ

丹た
ん

」

な
ど
は
彼
の
代
表
的
な
図
案
で
あ
り
、「
模

様
か
ら
模
様
を
造
る
べ
か
ら
ず
」と
い
う

姿
勢
を
貫
い
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
憲
吉
は
本
拠
地
を
東
京
に
移

し
、
昭
和
11
年（
一
九
三
六
）
に
九く

た
に谷

で

の
色
絵
研
究
の
他
、
信し

が
ら
き楽

・
波は

さ

み
佐
見
・
益ま

し

子こ

・
瀬せ

と戸
・
清き

よ
み
ず水

な
ど
各
地
の
窯
を
訪
れ

て
技
法
や
作
風
、
陶
土
等
の
実
験
や
試
作

を
重
ね
て
い
ま
す
。「
色
絵
の
富
本
」と
呼

ば
れ
た「
四し

弁べ
ん

花か

模
様
」に
代
表
さ
れ
る

図
案
は
こ
の
時
代
に
創
ら
れ
た
の
で
す
。

　

同
19
年（
一
九
四
四
）に
は
母
校
で
あ
る

東
京
美
術
学
校
併
設
の
工
芸
技
術
講
習
所

の
教
授
に
就
任
し
ま
す
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
が
激
し
く
な
っ
た
た
め
岐
阜
県
高
山

・
美
術
家
と
し
て　
模
索
の
日
々

　

富
本
憲
吉
は
、
明
治
31
年（
一
八
九
八
）

に
旧
制
郡
山
中
学
校
に
進
学
、
同
期
生
の

今
村
荒
男
と
学
生
時
代
を
過
ご
し
、
以
後

生
涯
の
友
と
し
て
交
流
が
続
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
の
同
37
年（
一
九
〇
四
）に
東

京
美
術
学
校
の
図
案
科
に
入
学
し
ま
す
。

卒
業
制
作
の
デ
ザ
イ
ン
も
早
々
に
提
出

し
、
ロ
ン
ド
ン
へ
私
費
留
学
し
ま
し
た
。

　

同
43
年
24
歳
の
時
、
イ
ギ
リ
ス
人
の

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ（
一
八
八
七
～�

一
九
七
六

）と
出
会

い
、
ま
た｢
民
芸
運
動｣

を
提
唱
し
、
人

び
と
の
生
活
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

工
芸
品
の
実
用
と
美
に
着
目
し
た
柳
宗む

ね
よ
し悦

ら
と
親
交
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

　

翌
年
憲
吉
は
、リ
ー
チ
と
共
に
体
験
し

た
楽
焼
に
夢
中
に
な
り
、ま
た
そ
の
魅
力
に

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。リ
ー
チ
が
六
代

目
・
尾
形
乾
山
に
入
門
す
る
際
に
富
本
が

通
訳
を
務
め
た
こ
と
か
ら
、憲
吉
自
身
も
陶

芸
熱
が
高
ま
り
、つ
い
に
安
堵
の
ア
ト
リ
エ

で
楽
焼
の
試
作
を
始
め
た
の
で
し
た
。

・
陶
芸
の
道
へ　
　
　
　

　

憲
吉
は
、
平
塚
ら
い
て
う（
一
八
八
六
～�

一
九
七
一

）が

市
に
学
生
と
と
も
に
疎
開
し
、
終
戦
ま
で

指
導
と
現
地
で
の
研
究
を
続
け
ま
し
た
。

・
ふ
る
さ
と
安
堵
か
ら
再
出
発

　

戦
後
、
彼
は
東
京
に
は
戻
ら
ず
、
郷
里

の
安
堵
に
戻
り
ま
す
。
東
京
で
の
縁
を
す

べ
て
断
ち
、
京
都
を
中
心
に
一
か
ら
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
縁
者
の
窯
を
借
り
な
が

ら
、
白
磁
や
染
付
、
色
絵
な
ど
の
技
法
を

用
い
た
作
品
を
発
表
し
た
の
で
す
。
な
か

で
も
技
法
を
完
成
さ
せ
た｢

金き
ん
ぎ
ん銀

彩さ
い

羊し

だ歯

模も
よ
う様｣

は
、
憲
吉
晩
年
の
最
大
の
仕
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
30
年（
一
九
五
五
）陶
芸
の
色
絵
磁

器
の
分
野
で
人
間
国
宝（
重
要
無
形
文

化
財
技
術
保
持
者
）に
認
定
さ
れ
、
同
36

年（
一
九
六
一
）文
化
勲
章
を
受
章
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
は
同
37
年
に
病
を
患

い
、
親
友
の
今
村
荒
男
が
勤
め
る
大
阪
府

立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
て
治
療
を

受
け
ま
し
た
。
翌
38
年
５
月
に
は
京
都
市

立
美
術
大
学
の
学
長
就
任
が
決
ま
っ
た
も

の
の
、
６
月
８
日
荒
男
ら
に
看
取
ら
れ
な

が
ら
77
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。
安
堵
の
自

宅
で
行
な
わ
れ
た
告
別
式
で
は
、
荒
男
が

葬
儀
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。
遺
書
に
は

「
墓
不
要
、
残
さ
れ
た
作
品
を
わ
が
墓
と

思
わ
れ
た
し
」と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

近
代
陶
芸
の
巨
匠

　
　
富と
み 

本も
と  

憲け
ん 

吉き
ち

富本憲吉
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お
し
ら
せ

〈
受
験
申
込
書
等
の
受
付
期
間
〉

　

９
月
14
日（
金
）
～
29
日（
土
）

　

※
必
着

〈
申
込
受
付
時
間
〉

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※�

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

　

申
込
に
つ
い
て
は
、
安
堵
保
育
園
１
階

事
務
室
へ
持
参
も
し
く
は
郵
送
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
書
の
交
付
、受
付
場
所
、お
問
い
合

わ
せ
〉

　

〒
６
３
９-

１
０
６
１

　

生
駒
郡
安
堵
町
東
安
堵
７
８
５

　

安
堵
保
育
園
１
階
事
務
室

　

☎
５
７-
２
８
３
１

【
安
堵
町
よ
り
祝
品
】

　

70
歳
以
上
の
方
に
は｢

安
堵
町
お
で
か

け
応
援
券｣

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
欠
席
さ
れ
た
方
は
10
月
末

日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
の
う
え
、
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。（
代
理
受
領
可
）（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

　

ま
た
、
退
場
の
際
に
は
、
役
者
の
方
々

に
よ
る
お
見
送
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※�

当
日
の
記
念
品
の
代
理
受
領
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
福
祉
課（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７-

１
５
９
０（
代
）

　

FAX
５
７-

１
５
９
２

〈
採
用
予
定
職
種
及
び
人
数
〉

　

保
育
教
諭　

若
干
名

〈
受
験
資
格
〉

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
・
短
大
を
卒
業

し
た
人
ま
た
は
、
平
成
31
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
人
で
、
保
育
士
資
格
及
び
幼
稚
園

教
諭
免
許（
更
新
済
み
）の
両
方
を
有
す

る
人
ま
た
は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

に
両
方
の
資
格
取
得
見
込
み
の
人

〈
試
験
実
施
日
及
び
方
法
〉

　

平
成
30
年
10
月
20
日（
土
）

・
論
文
試
験

・
実
技
試
験（
ピ
ア
ノ
・
読
み
聞
か
せ
）

・
面
接

〈
採
用
予
定
日
〉

　

平
成
31
年
４
月
１
日

〈
試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
等
の
交
付
期

間
〉

　

９
月
３
日（
月
）
～
22
日（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　

※�

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
場
所
も
し
く
は
安
堵
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

９
月
は「
老
人
の
日
・
高
齢
者
保
健
福

祉
月
間
」で
す
。
安
堵
町
で
は
そ
の
一
環

と
し
て
敬
老
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と　
き
】

　

９
月
９
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
頃

　
（
午
前
９
時
～
受
付
）

【
と
こ
ろ
】

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内　
容
】

・「
式
典
」

・「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

・�

運
動
普
及
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

　
「
安
堵
町
健
康
づ
く
り
体
操
」

・�「
劇
団　

K
A
Z
U
M
A
」に
よ
る

　

大
衆
演
劇
公
演

【
対　
象
】

本
年
12
月
末
現
在
で
満
70
歳
以
上
の
方

（
８
月
中
旬
頃
に
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付

し
て
い
ま
す
。）

　

た
だ
し
、
空
席
が
あ
れ
ば
住
民
の
方

は
ど
な
た
で
も
ご
入
場
い
た
だ
け
ま

す
。

安
堵
町
職
員（
保
育
教
諭
）

を
募
集
し
ま
す

「
敬
老
の
つ
ど
い
」
ご
案
内
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お
し
ら
せ

と　
き　
11
月
４
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～　
　
　
　

受
付

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～　
　

開
演

と
こ
ろ　
ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル　

入
場
料　
５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

　
　
　
　

※
学
生
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

定　
員　
先
着
４
０
０
名（
全
席
自
由
）　

申
し
込
み
方
法

　

９
月
３
日（
月
）か
ら
総
合
政
策
課
ま

た
は
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

窓
口
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

詳
し
く
は
９
月
号
折
込
チ
ラ
シ
を
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
地
域
の
芸
術
環
境
づ
く
り
助
成
事
業
）

助
成
金
を
受
け
て
開
催
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課

　

☎
５
７-

１
５
１
１（
代
）

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
７-

２
２
８
１

　

FAX
５
７-

５
６
４
４

　

平
成
30
年
は
明
治
か
ら
起
算
し
て
満

１
５
０
年
に
あ
た
り
ま
す
。そ
れ
を
記
念

し
、特
別
文
化
講
演
会
＆
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。第
１
部
で
は
、奈

良
と
仏
教
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

西
山　

厚
さ
ん
を
お
招
き
し
、文
化
講
演

会
を
、第
２
部
で
は
、安
堵
町
を
題
材
に
執

筆
さ
れ
た
、小
説「
大
和
維
新
」に
基
づ
き

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

第
１
部

　

文
化
講
演
会

　
　

帝
塚
山
大
学
教
授　

西
山　

厚

　
　
　
　
　
　
『
法
隆
寺
と
聖
徳
太
子
』

第
２
部

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン『
大
和
維
新
』

　
　

歴
史
小
説
家　

　
　
　
　

植
松　

三み

ど

り
十
里

　
　
　
　
　
　

×

　
　

公
益
社
団
法
人
郡
山
城
史
跡
・

　
　
　
　

柳
沢
文
庫
保
存
会
研
究
員

　
　
　
　
　

吉
田　

栄
治
郎

　
本
を
読
ん
だ
感
動
を
文
章
や
絵
に
表
現

し
よ
う
。

■�
応
募
資
格　
安
堵
町
在
住
ま
た
は
安
堵

町
内
の
園
・
学
校
に
在
籍
す
る
幼
児
、

児
童
及
び
生
徒

■
応
募
部
門

感�

想
画　
①
幼
児
の
部　

②
小
学
校
低
学

年
の
部　

③
小
学
校
高
学
年
の
部

感�

想
文　
①
小
学
校
低
学
年
の
部　

②
小

学
校
高
学
年
の
部　

③
中
学
生
の
部

自　
由　
す
べ
て
の
園
児
・
児
童
・
生
徒　

■
対
象
図
書　
自
由
に
選
ん
だ
図
書

■
応
募
規
定

感�

想
画　
用
紙
は
、
八
つ
切
り
以
上
四
つ

切
り
以
下
の
画
用
紙
・
ケ
ン
ト
紙
な
ど　
　
　

画
材
は
自
由

感�

想
文　

原
稿
用
紙
に
縦
書
き
で
自
筆

し
た
も
の
。　

①
低
学
年
の
部　

本
文

８
０
０
文
字
以
内　

②
高
学
年
の
部　

本
文
１
２
０
０
文
字
以
内　

③
中
学
生

の
部　

本
文
２
０
０
０
文
字
以
内　

自　

  

由　

立
体（
工
作
・
ね
ん
ど
等
）
表

現
も
可　
　

■
応
募
方
法

　

安
堵
町
内
の
園
及
び
学
校
に
在
籍
す

る
幼
児
及
び
児
童
生
徒
は
、
在
籍
す
る
園

ま
た
は
学
校
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
町
外
の
園
ま
た
は
学
校
に
在
籍
す

る
幼
児
及
び
児
童
生
徒
は
、
個
人
応
募
と

な
り
ま
す
。
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
由
部
門
に
つ
い
て

搬
入
の
難
し
い
作
品
に
つ
い
て
は
、
写
真

デ
ー
タ
で
の
応
募
も
可
能
で
す
。

■
し
め
き
り　

　

10
月
31
日（
水
）

■
入
賞
に
つ
い
て

町�

長
賞（
感
想
画
、
感
想
文
、
自
由
の
各

部
門
毎
に
１
点
）　　

計
７
点

教�

育
長
賞（
感
想
画
、
感
想
文
、
自
由
の

各
部
門
毎
に
１
点
）　

計
７
点

　

12
月
頃
、
町
長
賞
・
教
育
長
賞
の
入

賞
者
に
表
彰
を
行
う
予
定
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

安
堵
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
５
７-

２
０
３
３

平
成
30
年
度
安
堵
町

読
書
感
想
文
・
感
想
画

コ
ン
ク
ー
ル

明
治
１
５
０
年
記
念

　
特
別
文
化
講
演
会
＆

　
　
　
　
　
　
　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

こ
の
た
び
、
ご
縁
が
あ
り
、
歴
史
小

説
家　

植
松
三
十
里
さ
ん
が
、「
明
治

１
５
０
年
関
連
事
業
に
合
わ
せ
て
、
安
堵

の
偉
人
に
関
す
る
小
説（
題
名
等
、
後
日

公
開
予
定
）」
を
執
筆
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

安
堵
町
図
書
室
に
お
い
て
、『
歴
史
小
説

家　

植
松
三
十
里　

著
』コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
植
松
氏
が
執
筆
さ
れ
た

多
く
の
著
書
を
揃
え
て
お
り
、
有
名
な
も

の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
み

な
さ
ん
図
書
室
に
立
ち
寄
り
ご
覧
く
だ
さ

い
。

・
主
な
著
書

「
リ
タ
と
マ
ッ
サ
ン
/
集
英
社
文
」・「
郡

青　

日
本
海
軍
の
礎
を
築
い
た
男
/
文
藝

春
秋
」・「
彫
残
二
人
/
中
央
公
論
新
社
」・

「
志
士
の
峠
/
中
央
公
論
新
社
」e
t
c

図
書
室
内
に
『
歴
史
小
説
家　

植
松
三
十
里　

著
』
本
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
！
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お
し
ら
せ

と　
き　
９
月
８
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時
半

と
こ
ろ��

安
堵
中
学
校
武
道
場

内　
容　
バ
ザ
ー
（
日
用
品
・
雑
貨
等
）　

※
小
銭
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※�

近
隣
の
ご
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
お

車
で
の
ご
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※�

自
由
参
加
で
す
が
、
小
学
生
以
下
の
お
子

様
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

※�

雨
天
で
も
行
い
ま
す
。
警
報
発
令
の
場

合
は
、
中
止
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

安
堵
中
学
校

　

☎
５
７-

２
０
２
８

　

祖
国
の
た
め
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た

多
く
の
方
々
に
対
し
て
ご
冥
福
を
祈
り
、

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り

安
堵
町
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
い
ま

す
。
関
係
各
位
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま

す
。

と　
き　
９
月
21
日（
金
）

　
　
　
　

受
付
開
始
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

開
式
午
後
２
時

と
こ
ろ　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階�

視
聴
覚
室

お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

　

☎
５
７-

１
５
１
１（
代
）

安
堵
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

平
成
三
十
年
度
戦
没
者

追
悼
式
の
お
知
ら
せ

◇
書
芸

・�

大
き
さ
は
全
紙
ま
で
と
す
る

・�

額
装
・
軸
装
・
巻
子
等
と
し
て
、
仮
表

装
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
等
簡
易
表
装
は
不
可

と
す
る

◇
写
真

・�

大
き
さ
は
半
切
以
上
全
紙
ま
で
と
す
る

・�

組
・
連
は
１
枚
に
結
合
す
る

・�

枠
張
ま
た
は
額
装
と
す
る

・�

額
の
ガ
ラ
ス
は
外
す
も
の
と
す
る
が
、

ア
ク
リ
ル
は
可
と
す
る

◇
陶
芸

・�

特
に
規
定
は
な
い
が
、
展
示
面
積
及
び

容
積
を
あ
ま
り
取
ら
な
い
も
の
と
す
る

◇
手
工
芸

・�

特
に
規
定
は
な
い
が
、
小
品
と
す
る

・�

展
示
に
必
要
な
道
具（
吊
り
紐
や
台
等
）

は
、
必
ず
つ
け
る
も
の
と
す
る

・�

手
工
芸
種
目
が
異
な
る
場
合
は
、
１
人

２
点
ま
で
出
品
可
と
す
る

◇
生
花

・�

特
に
規
定
は
な
い
が
、
小
品
と
す
る

◇
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

・�
特
に
規
定
は
な
い
が
、
小
品
と
す
る

◇
彫
塑

・�

特
に
規
定
は
な
い
が
、
小
品
と
す
る

○
出
品
料　
無
料

○
申
込
方
法

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
す

と　
き　
11
月
２
日（
金
）・
３
日（
土
）・

　
　
　
　

４
日
（
日
）

と
こ
ろ　

��

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

 

作
品
展
示　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

絵
画
・
書
芸
・
写
真
・
陶
芸
・
手
工
芸
・

彫
塑
・
生
花
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

 

催
し
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【
３
日
】

●
陶
芸
体
験
教
室（
陶
芸
ク
ラ
ブ
）

●
喫
茶
室（
日
赤
奉
仕
団
）

●
あ
ん
ど“
ほ
っ
と
”ス
テ
ー
ジ

　
【
４
日
】

●
文
化
講
演
会

 

文
化
祭
作
品
募
集　
　
　
　
　
　
　
　

○
出
品
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

　
（
高
校
生
以
上
）

※�

た
だ
し
、
安
堵
町
の
生
涯
学
習
ク
ラ
ブ

（
文
化
系
）
に
登
録
し
て
い
る
方
は
出

品
可
能
で
す

○
出
品
点
数　
各
部
門
１
人
１
点

○
募
集
作
品
部
門
及
び
規
格

◇
絵
画（
洋
画
・
日
本
画
等
そ
の
他
）

・
大
き
さ
は
原
則
10
号
以
内
と
す
る

・�

絵
画
種
目
が
異
な
る
場
合
は
、
１
人
２

点
ま
で
出
品
可
と
す
る

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

○
申
込
・
搬
入
日
時

　

10
月
１
日（
月
）～
22
日（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
搬
出
日
時

　

11
月
４
日（
日
）

　

午
後
４
時
30
分
以
降

　

５
日（
月
）・
７
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
搬
入
・
搬
出
場
所

　

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

※�

火
曜
日
は
休
館
日
に
つ
き
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

○
注
意
事
項

・�

出
品
作
品
に
つ
い
て
は
、
細
心
の
注
意

を
払
い
ま
す
が
、
万
一
作
品
の
汚
損
・

破
損
に
つ
い
て
は
、
一
切
の
責
任
を
負

い
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

・�

展
示
方
法
に
つ
い
て
は
、
一
任
く
だ
さ

い
・�

合
作
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
事
務
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

・�

絵
画
部
門
と
手
工
芸
部
門
に
２
点
以
上

出
品
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
事
務
局

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い

～
文
化
祭
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
～

文
化
祭
実
行
委
員
会
（
ト
ー
ク
安
堵

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７-

２
２
８
１

第
32
回
安
堵
町
文
化
祭
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お
し
ら
せ

　大雨や台風による洪水、地震などの自然災害は、いつ起こ
るか分かりません。今年に入ってからも日本各地で災害が発
生しており、６月の大阪北部を震源とした地震、７月の西日
本豪雨では、各地で河川氾濫や土砂崩れにより大きな被害を
もたらしました。
　私たちの生活に最も影響を与える南海トラフ巨大地震も近
いうちに起こる可能性が高いとされています。万が一の時の
ために、備えましょう！

＜いざ！という時、安堵町からの災害情報のお知らせ方法＞
　●町内全域放送装置（毎日メロディ「夕焼け小焼け」が流れるスピーカー）
　●公式ホームページ
　●えーまち安堵安心メール配信サービス（登録が必要です。次をご覧ください。）
　●緊急速報メール・エリアメール（対応する携帯電話機種が必要です。）
　●広報車等

＜災害情報の提供または収集はこちらをご利用ください！＞
　○えーまち安堵安心メール配信サービスの登録をしましょう。
　　（情報提供：安堵町）
　　・配信内容
　　　　防災情報（岡崎川樋門開閉、避難関係、道路冠水、Ｊアラートなど）
　　　　気象・地震情報（安堵町に発令の気象警報、震度情報）
　　　　上記のほか、町の情報（お知らせ・イベント）や安全安心情報
　　・登録方法

　右のＱＲコードを読み取るか「a-machi-ando@entry.mail-dpt.jp」を
直接入力し、空メールを送信して手続きをしてください。
　迷惑メール設定をしている場合は、「town.ando.lg.jp」または
「a-machi-ando@town.ando.lg.jp」からのメールを受信できるように設定してください。
　もし、登録できないときは、お問い合わせください。また、役場２階総務課で登録もしていますので、
お越しください（役場開庁時間内に限る。）。

　○緊急速報「エリアメール」（docomo）・緊急速報メール（au・softbank）
　携帯電話会社が提供するサービスで、避難勧告・避難指示や緊急地震速報などを通常のメールとは別の
着信音でお知らせするものです。このサービスを利用するには、携帯電話の機種本体が対応している必要
があります。お持ちの機種が本サービスに対応しているかは、各携帯電話会社に確認してください。

　○奈良県　川の防災情報について（情報提供：奈良県）
　右のＱＲコードを読み取るか「http://www3.kasenbousai.pref.nara.jp」
を直接入力して、「奈良県川の防災情報について」にアクセスしてください。

（平成 29 年 10 月 23 日台風第 21号）

災害に備えましょう
～９月は防災月間です～

浸水した安堵中央公園の遊具

QR コード

奈良県川の防災用

えーまち登録用

QR コード

※�「QRコードは、
　��㈱デンソーウェー
　ブの登録商標で
　す。」
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お
し
ら
せ

＜大雨や台風などのときは ･･･ ＞
　○テレビやラジオの気象情報（注意報・警報・特別警報）には気をつけましょう。
　○降雨の状態、河川などの増水には注意しましょう。
　○浸水のおそれのある地域では、畳や家具を早めに高いところに移せるようにしておきましょう。
　○�停電や断水に備えて携帯ラジオ、懐中電灯、飲料水など「非常持出品」を用意し、いつでも避難できる

ようにしましょう。
　○�洪水のおそれのある地域では、避難勧告や避難指示 (緊急 )など、避難に関する情報（次をご覧ください。）

が発令されたら速やかに避難しましょう。
　○危険なときは、隣近所で知らせ合い、自主防災組織などで協力し合いましょう。

＜避難に関する情報＞

※避難勧告・避難指示 (緊急 ) については、時間帯・周囲の状況・避難住民の身体状況等により判断します。

＜洪水ハザードマップ（防災マップ）＞
　国土交通省近畿地方整備局により大和川、佐保川、曽我川の浸水想定区域が見直されたことに伴い、「安
堵町洪水ハザードマップ（防災マップ）」を更新しています。（平成28年9月更新）
　浸水想定区域や避難施設等の確認についてご利用いただけます。また、ホームページでもご覧になれます。
　（http://www.town.ando.nara.jp/contents_detail.php?co=kak&frmId=603）

＜災害に備えて地域で交流を＞
　災害は、いつ起こるかわかりません。また、一人ひとりがどのような被害に遭うのかもわかりません。
　いざという時に、隣近所などお互いの助け合いによって被害を最小限に食い止められるように、日ごろか
ら自治会活動などを通して隣近所と交流や防災訓練をする機会を持ちましょう。自治会に加入するには、直
接地域の自治会の役員さんにお申し出ください。地域の自治会がわからない場合は総務課へお問い合わせく
ださい。

＜消防団員を募集しています＞
　災害が起こったときはたくさんの人の力が必要になります。災害から故郷安堵を守るため、消防団員を募
集しています。詳しくはホームページまたは総務課へお問い合わせください。

お問い合わせ　総務課　☎︎57−1511（代）

発令区分 発令時の状況 住民がとるべき行動

避難準備・
高齢者等
避難開始

・�岡崎川の樋門が閉鎖され、越水が予想される場合
・�大和川、佐保川、富雄川の水位観測所の水位が避難
判断水位相当に達した場合　

・�漏水等が発見された場合　など

・��要援護者等、特に避難行動に時間を要する者は、開
設された避難場所への避難行動を開始する。

・�上記以外の者は、避難が必要と判断する場合は、そ
の準備をする。

避難勧告

・�岡崎川の樋門閉鎖により、家屋等への浸水があり、
さらに水位の上昇が予想される場合

・�大和川、佐保川、富雄川の水位観測所の水位が氾濫
危険水位相当に達した場合

・�異常な漏水等が発見された場合
・�消防団や住民等から避難の必要性に関する通報が
あった場合　など

・��通常の避難行動ができる者は、開設された避難場所
への避難行動を開始する。

避難指示
（緊急）

・��岡崎川の樋門の故障または破損
・�大和川、佐保川、富雄川の水位観測所の水位が堤防
満杯水位相当に達した場合

・�異常な漏水の進行や亀裂・すべり等により決壊のお
それが高まった場合

・�決壊や越水・溢水が発生した場合　など

・�避難勧告等の発令後で避難中の者は、確実な避難行
動を直ちに行う。

・�未だ避難していない者は、直ちに避難行動を開始し、
そのいとまがない場合は生命を守る最低限の行動を
する。
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お
し
ら
せ

平成30年度　粗大ごみ（後期）収集のお知らせ
※収集時間は、午前８時30分～11時30分

お問い合わせ　環境美化センター　☎ 57 － 3658（代）

注意事項
　●　粗大ゴミは一般家庭ゴミに限り収集します。
　●　通常のゴミ収集で出せるゴミは、通常のゴミ収集日に出してください。
　●　子ども会などで資源ゴミの収集がある場合は、その指定日に出してください。
　●　バイク、ストーブなどの油は必ず抜いてからお出しください。
　●　引越しやリフォーム並びに遺品整理等による大量放棄は、受付けできません。
　●　収集場所は、各大字の役員等にお尋ねください。
����　�（ただし、千原池付近のマンション地区はセンチュリーアスカⅢ東側の千原池の堤防を上がったところです）
　●　粗大ゴミは、お住まいの大字・自治会の収集日に出してください。それ以外の日には出せません。

収集できる粗大ゴミ 収集できない粗大ゴミ
⃝　家具類（スプリングベット他）
⃝　フトン、衣料
⃝　プラスチック類
⃝　鉄類
⃝　電気製品類
　　（プリンター、マッサージチェア、電子レンジ他）
※�ただし、家電リサイクル法対象品は収集不可
　（収集できない粗大ゴミ欄を参照）。
⃝　自転車、バイク（50㏄以下）
⃝　有害物（電池・蛍光灯）

⃝　��廃油､ ガレキ､ コンクリート、建築廃材（波板他）､
土砂、プロパン容器､ ドラム缶、米用大型ブリキ
缶、消火器､ たたみ、薬品（農薬他）、ペンキ、植
木（観葉植物等）､ 木材､ 農機具類、サーフィンボー
ド、オルガン・ピアノ（足引タイプ等）、エレクトー
ン、タイヤ、バッテリー、自動車・バイクの部品、
金庫

⃝　��家電リサイクル法対象品（テレビ、エアコン、冷
蔵庫、冷凍庫、洗濯機、洗濯乾燥機）

⃝　�パソコン機器
⃝　�営業関係ゴミ
⃝　�その他収集不可能と判断した物

◆注意◆収集時間外は、ゴミを出せません！！
月 収集日（曜日） 大字・自治会

9月 30日（日） あつみ台
小泉苑

10月

14日（日） 柿の里
若草の里

21日（日） 東安堵

28日（日） 西安堵
東安堵（マンション地区）

11月
4日（日） 笠目

興人団地

11日（日） 新法隆寺団地
東安堵（南）

12月
2日（日） かしの木台

岡崎

9日（日） 窪田（北・東・上）
窪田（中・下）
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お
し
ら
せ

家庭ゴミの収集日と出し方を
今一度確認しましょう！
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け
ん
こ
う

　

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、「
子
ど

も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ　

安
堵
す
る

ま
ち
」実
現
の
た
め
、
一
般
不
妊
治
療
費

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
支
給
内
容
】

　

対
象
と
す
る
治
療
の
範
囲
で
、
一
般
不

妊
治
療
に
か
か
っ
た
自
己
負
担
額
の
５
万

円（
１
年
度
当
た
り
）
を
限
度
に
、
治
療

を
受
け
た
日
の
年
度
か
ら
５
年
間
助
成
し

ま
す
。

【
対
象
】

・�

戸
籍
法
に
よ
る
婚
姻
届
を
行
っ
て
い
る

方
・�

夫
婦
の
両
方
ま
た
は
い
ず
れ
か
一
方
が

町
の
住
民
基
本
台
帳
法
に
１
年
以
上
登

録
さ
れ
て
い
る
方

・�

産
科
、
婦
人
科
、
産
婦
人
科
ま
た
は
泌

尿
器
科
を
標
榜
す
る
医
療
機
関
に
お
い

て
、
不
妊
症
と
診
断
さ
れ
治
療
を
受
け

て
い
る
方

・�

医
療
保
険
各
法
に
よ
る
被
保
険
者
若
し

く
は
組
合
員
及
び
そ
の
被
扶
養
者

・�

夫
婦
の
前
年
の
所
得
金
額(

１
月
か

ら
５
月
ま
で
の
間
に
申
請
す
る
場

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７-

１
５
９
０（
代
）

　

FAX
５
７-

１
５
９
２

　

奈
良
県
は
特
定
不
妊
治
療
費
の
一
部
助

成
と
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
：
０
７
４
４-

２
２-

０
３
１
１　

　

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
～
４
時（
祝
日
、

年
末
年
始
除
く
）

　

詳
し
く
は
、
奈
良
県
保
健
予
防
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

奈
良
県
保
健
予
防
課

　

☎
０
７
４
２-

２
７-

８
６
６
１

合
は
前
々
年
の
所
得
）
の
合
計
額
が

７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
方

・�

町
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

【
申
請
方
法
及
び
必
要
書
類
等
】

　

次
の
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
に
な
り
、

健
康
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①�

安
堵
町
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付

申
請
兼
請
求
書

②�

安
堵
町
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付

に
関
す
る
同
意
書

③�
安
堵
町
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受

診
等
証
明
書

④�
一
般
不
妊
治
療
に
係
る
領
収
書

⑤�

夫
婦
の
被
保
険
者
証
等
の
写
し

⑥�

印
鑑

⑦�

夫
婦
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑧�

世
帯
全
員
の
続
柄
が
記
載
さ
れ
た
住
民

票
⑨�

夫
婦
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類

⑩�

町
税
等
の
納
付
証
明
書
類

※�

①
～
③
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※�

⑦
～
⑩
は
同
意
書
に
よ
り
町
が
確
認
で

き
る
場
合
は
省
略
可

平
成
30
　

年
４
月
１
日
～
平
成
31
　

年
３
月

31
　

日
の
治
療
分
は
、
平
成
31
　

年
４
月
５

日
ま
で
に
申
請
兼
請
求
の
手
続
き
を

と
き　
9
月
24
日（
月
・
祝
）・（
荒
天
中
止
）

集
合　
安
堵
中
央
公
園
体
育
館
前　

　
　
　

午
前
9
時
30
分
出
発

解
散　
安
堵
中
央
公
園
体
育
館
前　

　
　
　

正
午
頃

コ
ー
ス（
4
キ
ロ
）

安
堵
中
央
公
園
体
育
館
―
太
子
道
―
下

窪
田
杵
築
神
社
―
太
子
橋
―
常
徳
寺
―

八
王
子
神
社
―
板
屋
ケ
瀬
浜
遠
望
―
中

家
―
馬
場
塚
―
中
窪
田
杵
築
神
社
―

『
案
山
子
』
公
園
―
安
堵
中
央
公
園
体

育
館

★
参
加
費　

無
料

★
当
日
受
付
の
み

★�

当
日
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・�「
法
隆
寺
フ
ェ
ス
タ
」（
飲
食
ブ
ー
ス
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
が
法
隆
寺
自

動
車
学
校
で
午
後
４
時
ま
で
開
催
さ
れ

ま
す
）詳
細
は
Ｐ
22
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・「
な
も
で
踊
り
紹
介
」

�（
飽
波
神
社
で
午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催
）

★
お
問
い
合
わ
せ

　

安
堵
商
工
会　

☎
５
７-

１
５
２
４

★
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　

会
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
大
募
集
!!

一
般
不
妊
治
療
費
の

一
部
助
成
の
お
知
ら
せ

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
歩
く
・
な
ら

水
運
の
歴
史
を
た
ど
り

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
地
を
歩
く
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け
ん
こ
う

 がん検診推進事業について クーポン券の対象者は
次の検診が無料で受診できます！

　がん検診の受診促進とがんに関する正しい健康意識の普及啓発を図ることを目的と
して、国が定めた下記の生年月日の方に、子宮頸がん検診、乳がん検診の費用が無料
となる「がん検診無料クーポン券」を６月初めに送付しました。
　対象者であるのに、届いていない方、転入されて安堵町のクーポン券をお持ちでない方は、ご連絡
ください。

《対 象 者》　安堵町民で、次の生年月日に該当する女性の方（平成３０年４月２０日現在）

《受診期限》平成３１年２月２８日まで
　　　　　　　　　　
お問い合わせ　健康福祉課（福祉保健センター内）（☎︎57-1590（代）　FAX57-1592）

子宮頸がん検診無料クーポン券対象者

年齢 生　年　月　日

２１歳 平成９年４月２日〜平成１０年４月１日

乳がん検診無料クーポン券対象者

年齢 生　年　月　日

４１歳 昭和５２年４月２日〜昭和５３年４月１日

と
き
・
内
容

◎
9
月
25
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

脳
が
活
性
化
す
る
簡
単
な
体
操
、
ゲ
ー

ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

と
こ
ろ　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー　

２
階　

参
加
費　
無
料

お
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７-

１
５
９
０（
代
）

　

FAX
５
７-

１
５
９
２

～
こ
こ
ろ
が
ほ
っ
こ
り
す
る
サ
ロ
ン
～

「
ほ
っ
と
あ
ん
ど
サ
ロ
ン
」

�

の
ご
案
内

　

患
者
サ
ロ
ン
は
、
が
ん
患
者
や
患
者
家

族
同
士
が
悩
み
や
不
安
を
語
り
合
う
こ
と

が
で
き
、
同
じ
体
験
を
し
た
仲
間
が
集
う

こ
と
が
で
き
る
場
で
す
。
は
じ
め
て
の
方

も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

と
き

◎
第
１
回　

９
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時　

①�

講
演
会　

テ
ー
マ
：
が
ん
と
告
知
さ
れ

た
ら
、
病
気
と
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で

き
ま
す
か「
病
気
と
向
き
合
う
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
」

　

講
師
：
奈
良
県
立
医
科
大
学
付
属
病
院

が
ん
看
護
専
門
看
護
師　

梅
岡　

京
子

氏
②�

患
者
サ
ロ
ン（
が
ん
患
者
、
家
族
同
士

で
情
報
交
換
）

◎
第
２
回　

11
月
17
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

患
者
サ
ロ
ン（
が
ん
患
者
、
家
族
同
士

で
情
報
交
換
）

と
こ
ろ　
郡
山
保
健
所
１
階
大
会
議
室

対
象　
県
内
居
住
の
が
ん
患
者
、
家
族
等

参
加
費　
無
料

お 

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
、
参

加
希
望
の
日
程
と
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と

ま
と
と
記
入
）ま
た
は
電
話
で
下
記
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
※
当
日
申
し

込
み
は
可
能
で
す
が
、
申
し
込
み
が
多

数
の
場
合
患
者
サ
ロ
ン
に
お
入
り
い
た

だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

郡
山
保
健
所　

健
康
増
進
課　

母
子
・

健
康
推
進
係（
担
当　

橋
本
）

〒
６
３
９
ー
１
０
４
１

大
和
郡
山
市
満
願
寺
町
６
０
―
１

（
奈
良
県
郡
山
総
合
庁
舎
内
）

☎
０
７
４
３-

５
１-

０
１
９
６

FAX
０
７
４
３-

５
２-

６
０
９
５

郡
山
保
健
所
よ
り
お
知
ら
せ
で
す

～
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
ま
と
～
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け
ん
こ
う

う
な
誤
解
を
与
え
ま
す
が
、
町
で
は
ご

家
庭
の
排
水
管
洗
浄
を
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・�

事
例
２
で
は
、
高
圧
洗
浄
後
に
他
の
箇

所
の
点
検
、
高
額
な
工
事
を
勧
め
ら
れ

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

��　

電
話
勧
誘
で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ（
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き
る
制

度
）の
適
用
が
あ
り
ま
す
の
で
、
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
で

あ
れ
ば
契
約
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・�
業
者
の
チ
ラ
シ
、
勧
誘
を
鵜
呑
み
に
す

る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
、
排
水
の
状
態

を
ご
自
身
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
点
検

を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
複
数
の
業
者

で
見
積
も
り
を
取
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課

　

☎
５
７-

１
５
１
１（
代
）

　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
３
）

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１い

８や

８や
（
局

番
な
し
）最
寄
り
の
消
費
生
活
相
談
窓
口

を
ご
案
内
し
ま
す
。

【
事
例
１
】
排
水
管
高
圧
洗
浄
を
地
域
一

斉
に
実
施
す
る
こ
と
で
格
安
料
金
に
て

提
供
で
き
る
と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
が
郵

便
受
け
に
入
っ
て
い
た
。
料
金
は
３
千

円
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
戸
建
て
住
宅

で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
定
期
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
な
い
の
で
、
３
年
以
上

洗
浄
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
で
は
詰
ま

り
、
悪
臭
の
原
因
に
な
る
の
で
必
要
と

の
記
載
が
あ
る
が
、
高
圧
洗
浄
は
必
要

な
の
か
、
こ
の
よ
う
な
業
者
の
信
用
性

に
つ
い
て
知
り
た
い
。

【
事
例
２
】「
排
水
管
、
外
壁
な
ど
の
高
圧

洗
浄
を
今
回
お
試
し
価
格
３
千
円
で

行
い
ま
す
。
有
料
会
員
に
な
る
と
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受
け
ら
れ
ま

す
。」と
電
話
勧
誘
を
受
け
た
。

《
消
費
者
の
み
な
さ
ん
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
》

・�

事
例
１
で
は
チ
ラ
シ
の
詳
細
を
確
認
す

る
と
排
水
管
の
洗
浄
１
カ
所
に
つ
き
、

３
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
契
約
後
に
高

額
な
請
求
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ご
家
庭
の
排
水
管
の
洗
浄
に
は
法

的
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
区
一
斉
に

行
う
と
あ
り
、
町
が
関
与
し
て
い
る
よ

　

子
育
て
に
関
す
る
お
悩
み
な
ど
、
気
に

な
る
こ
と
を
、
保
育
士
に
相
談
し
ま
せ
ん

か
？

　

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
悩
み
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

と　
き　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

予
約
制
で
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
安
堵

保
育
園
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
安
堵
保
育
園

料　
金　
無
料

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

安
堵
保
育
園

　

☎
５
７-

２
８
３
１

　

FAX
５
７-

２
８
８
９

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
み
ん
な

で
楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
！

と
き
・
コ
ー
ス

◎
９
月
２
日（
日
）

　

午
前
８
時
45
分
集
合

　

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

　

「�

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」に
参
加

し
ま
す
。

◎
１０
月
７
日(

日)

　

午
前
９
時
30
分
出
発

　

広
瀬
神
社
方
面　

約
７
㎞

＊
雨
天
中
止

集
合
場
所　
い
ず
れ
も
福
祉
保
健
セ
ン
タ

　
　
　
　
　

ー
前

申
込
み　
不
要

持
ち
物　

��

水
な
ど
の
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

安
堵
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ

ン
プ
用
紙（
お
持
ち
の
方
）

お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７-

１
５
９
０（
代
）

　

FAX
５
７-

１
５
９
２

利
用
者
支
援
事
業
（
個
別

相
談
）
が
は
じ
ま
り
ま
す

排
水
管
高
圧
洗
浄
の
投
げ
込
み
チ

ラ
シ
や
電
話
勧
誘
に
ご
注
意
を
!!

安
堵
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
ご
案
内

New
皆さんの子育てを

応援します！
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け
ん
こ
う

と　
き　
９
月
12
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

３
階　

運
動
指
導
室

対
象
者　

��

１
歳
６
か
月
～
５
歳
児
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者

定　
員　
親
子
10
組　
（
先
着
順
）

内　
容　

��「
伝
え
る
し
つ
け
・
見
守
る
し

つ
け
」＆
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操

参
加
費　
１
０
０
円（
資
料
代
等
）

　
　
　
　

��

託
児
料
金（
２
０
０
円
）
子
育

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｂ
ｅ
‐
輪
さ

ん
に
よ
る
託
児

持
ち
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル

　
　
　
　

※�

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　
９
月
７
日（
金
）

〈
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
〉　

　

健
康
福
祉
課（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７-

１
５
９
０（
代
）

　

FAX
５
７-

１
５
９
２

　

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
ね
っ
と
は
、「
子
育
て
の

ギ
モ
ン
」を
み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
合
う

教
室
で
す
。

　

今
回
は
、
１
歳
６
か
月
～
５
歳
児
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
子
ど

も
の
イ
ヤ
イ
ヤ
期
を
楽
に
の
り
こ
え
る
、

と
っ
て
お
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
紹
介
し
ま

す
！
ま
た
、
健
康
運
動
指
導
士
さ
ん
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
体
操
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

　

頑
張
り
過
ぎ
ず
、
肩
の
力
を
抜
い
て
、

子
ど
も
も
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
笑

顔
で
♪

　
「
ほ
っ
と
あ
ん
ど
で
き
る
子
育
て
」
を

お
伝
え
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

ほ
っ
と
あ
ん
ど
子
育
て
教
室

ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
ね
っ
と

「
伝
え
る
し
つ
け
・
見
守
る
し

つ
け
」
＆
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操

と
き　
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

予
約
制
で
す
。
前
日
ま
で
に
健
康
福
祉

課（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

＊�

電
話
相
談
、
メ
ー
ル
相
談
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

料　
金　
無
料

　

ま
た
、「
お
っ
ぱ
い
を
う
ま
く
吸
っ
て

ほ
し
い
」な
ど
、
助
産
師
に
よ
る
母
乳
相

談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

助
産
師
に
よ
る
母
乳
相
談

と
き　
毎
週
金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

予
約
制
で
す
。
前
日
ま
で
に
健
康
福
祉

課（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

料　
金　
無
料

持
ち
物　

��

母
子
健
康
手
帳
、

　
　
　
　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
２
枚

〈
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
〉

健
康
福
祉
課（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７-

１
５
９
０（
代
）

　

FAX
５
７-

１
５
９
２

保
健
師
直
通
メ
ー
ル

　

sukoyaka@
tow

n.ando.lg.jp

　

利
用
者
支
援
事
業
と
は
、
保
健
師
や
助

産
師
が
、
妊
婦
さ
ん
や
子
育
て
中
の
方
の

悩
み
や
困
り
ご
と
等
に
つ
い
て
、
一
緒
に

考
え
、
悩
み
の
解
決
や
一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
や
困
り
ご

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
い
。
悩
み
を
解
決
！
楽
し
い
子
育
て

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
・
助
産
師
に
よ
る

利
用
者
支
援
事
業

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

初めての妊娠。
気をつけるこ
とは？

子どもの体重
が伸びない

引っ越しして
きたばかりで、
子育て情報が
知りたい

赤ちゃんのお世
話の方法、いろ
いろ聞きたい

最近子育てが
しんどい
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け
ん
こ
う

介
護
保
険
の
福
祉
用
具
貸
与
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
の
福
祉
用
具
貸
与（
レ
ン
タ

ル
）に
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
車
い
す
及
び
車
い
す
付
属
品

②
特
殊
寝
台
及
び
特
殊
寝
台
付
属
品

③
床
ず
れ
防
止
用
具
及
び
体
位
変
換
器

④�

手
す
り
、
ス
ロ
ー
プ（
取
付
け
工
事
を

伴
わ
な
い
も
の
）

⑤
認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器

⑥
歩
行
器
、
歩
行
補
助
つ
え

⑦
移
動
用
リ
フ
ト

⑧
自
動
排
泄
処
理
装
置

　

た
だ
し
、
介
護
度
等
に
よ
り
貸
与
で
き

る
も
の
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
使
用
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７-

１
５
９
０（
代
）

　
『
あ
な
た
の
腎
臓
、
あ
な
た
自
身
で

守
っ
て
ほ
し
い
』腎
臓
に
や
さ
し
い
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
９
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

と
こ
ろ　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

内　
容　
腎
臓
の
働
き
を
知
ろ
う

　
　
　
　

腎
臓
を
守
る
食
生
活
の
話

　
　
　
　

尿
中
塩
分
濃
度
測
定

参
加
費　
無
料

申
し
込
み
締
め
切
り　
９
月
12
日（
水
）ま
で

※�

申
し
込
み
後
詳
し
い
内
容
等
を
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

健
康
福
祉
課（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７-

１
５
９
０（
代
）

　

FAX
５
７-

１
５
９
２

　

保
健
師
直
通
メ
ー
ル

　

sukoyaka@
tow

n.ando.lg.jp

こ
れ
以
上
腎
臓
を
悪
く
し
た
く

な
い
方
の
ス
ト
ッ
プ
ザ
慢
性

腎
臓
病
教
室
参
加
者
募
集
！

☆ご家族の参加

も OK！

食生活改善推進協議会だより  9月号
９月１０日（月）・１８日（火）・２２日（土）　子宮頸部検診で健康メニューの試食提供
９月１１日（火）　３歳６か月児健診　手作りおやつと適塩みそ汁の試飲提供

〈材料〉４人分

食推レシピ紹介  パリジェンヌのスープ

〈作り方〉
①　‌‌玉ねぎは薄切りに、じゃがいもは１ｃｍ幅４ｃｍの長さの短冊切りにす
る。ハムも短冊切りにする。

②　‌‌鍋にオリーブオイルを熱し、玉ねぎを炒める。（色がつかないよう、し
んなりするまで。）

③　‌‌じゃがいも、ハムを加えて、約１分間炒める。Ａのスープを加え、じゃ
がいもが柔らかくなるまで煮る。

④　‌‌こしょうで味を整え、最後に牛乳を加え沸騰させないように温める。
⑤　‌‌器に注ぎ、みじん切りしたパセリをかける。

オリーブオイルに含まれる
オレイン酸は、血液の中の
中性脂肪やコレステロール
値の調整をサポートする効
果があります。

1 人分栄養価
エネルギー 99kcal 
たんぱく質 3.3g 脂質 5.4g
カルシウム 42㎎ 塩分相当量 0.2g

玉ねぎ�������� １２０ｇ
じゃがいも������ １６０ｇ
ロースハム�������� ２枚
オリーブオイル���� 小さじ２
　　水��������５００cc
　　スープの素������ １個
牛乳���������１５０cc
こしょう��������� 少々
パセリ��������（好みで）

‌
A‌{‌
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け
ん
こ
う

事業名 日　時 対　象 持ちもの 内容等

妊 産 マ マ の
ボ デ ィ ケ ア
＆ カ フ ェ

９月４日（火）
午前９時３０分〜
　　１０時受付
午前１０時〜正午まで
申し込み制：締め切り
９月３日（月）まで

妊娠後期の妊婦
及び産後４か月
頃までの産婦と
子ども

母子健康手帳、
飲み物、動きやすく
素足になりやすい服
装でお越しください。
母乳相談希望の方は
フェイスタオル２枚

「体力メンテナンス」、
エクササイズ、情報交換、母
乳相談など
※�赤ちゃんの兄姉は、子育て
ボランティアBe−輪によ
る託児あり（２００円）

３歳６か月児
健 康 診 査

９月１１日（火）
午後１時１５分〜
　　１時４５分受付

満３歳６か月〜
　　　９か月児

母子健康手帳
アンケート用紙
尿５０cc
みそ汁５０cc

身体計測、尿検査、内科健診、
栄養・育児相談
食生活改善推進員による
手作りおやつの提供、
みそ汁塩分濃度測定、
適塩みそ汁の試飲

助産師による
母乳・育児相
談（個別相談）

９月７日（金）・１４日（金）
 ２１日（金）・２８日（金）
午前１０時〜正午
要予約（時間は予約時に相
談の上決定）

妊婦及び
子育て中の方

母子健康手帳
母乳相談希望の方は
フェイスタオル２枚

母乳や育児等子育てに関する
こと

※対象者には通知します。　※場所はいずれも福祉保健センター

●健康相談

事業名 日　時 対象 持ちもの 内容等

健 康 相 談
（ 役 場 ロ ビ ー）

９月５日（水）
午前9時〜10時 30分受付
予約不要

町内
在住
の方

健康ファイル
または
健康手帳

尿検査希望の方は、
朝起きてすぐの尿を
５０ｃｃ程度お持ち
ください。

健康相談、血圧・体組成（体
脂肪率・基礎代謝量・筋肉量・
内臓脂肪レベルなど）・腹囲測
定、尿検査、尿中塩分濃度測
定（１日の摂取塩分量がわか
ります。料金１００円）、開眼
片足立ち

毎 月 20 日 の
個 別 健 康 相 談

９月２０日（木）
要予約
時間は予約時に相談の上決定

こ こ ろ の
相 談 室

９月５日（水）・１２日（水）
 １９日（水）・２６日（水）
午後１時〜３時
（１人１時間程度）要予約

精神保健福祉士及び精神保健
相談員が相談に応じます。相
談内容は守秘されます。

●検　診

事業名 日　時 対象 持ちもの 内容等

子 宮 頸 部 検 診

 ９月１０日（月）
   １８日（火）・２２日（土）
午後１時〜１時１５分
午後１時４５分〜２時
午後２時３０分〜２時４５分

平成１０年
３月３１日
以前生まれ
の女性の方

記入済の受診票・
料金８００円
子宮頸がん検診無
料クーポン券対象
者はクーポンを持
参いただくと料金
が無料になります。

・�視診、内診、綿棒等でこすっ
て細胞を採取

・�検診前にストレッチ等の軽
い運動

※�受診間隔は２年に 1回です
ので２９年度に安堵町の受診
票を使って受診された方は対
象外です。ただし、今年度「子
宮頸がん検診無料クーポン
券」となる方に限り２９年度
に安堵町受診票を使って受診
された場合でも対象とさせて
いただきます。

☆場所は福祉保健センター�( 役場ロビーでの健康相談は除く )

お問い合わせ　健康福祉課（福祉保健センター内）　☎ 57-1590（代） 　FAX 57-1592
☆９月は健康増進普及月間です☆
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す
こ
や
か

安堵町図書室
福祉保健センター２階　☎︎・FAXとも�57-1600
［利用時間］午前10時〜午後５時

９
月 

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー

＊

�

印
日
は
利
用
日

September 2018
日 月 火 水 木 金 土

　小さな子どもとママ達が楽しく遊んだりおしゃべり

したり、リラックスできるフリーな交流の場です。

と　き　９月7日㈮・14日㈮・21日㈮・28日㈮

　　　　午前10時〜 11時45分（入退場自由）

ところ　福祉保健センター

と　き　７月 26日（水）午後３時 30分〜４時 30分
ところ　福祉保健センター２階会議室　

◎道具はこちらでご用意します。
◎無料です。お気軽に！

ベビママサロン図書室
工作クラブ

道具はこちらで用意します。申し込み不要。

と　き　９月２６日（水）
　　　　午後３時 30分〜４時 30分
ところ　福祉保健センター２階会議室　
対　象　小学生以上（保護者同伴であれば幼児も可）

今月のおすすめ　本今月のおすすめ　本
〔大人向け〕

・「脳性まひの
� ヴァイオリニストを育てて」
　　−母子で奏でた希望の音色−
・「トイ楽器の本」
　　−眺めてかわいい、
� 弾いて楽しい魅惑の音色たち−
・「10年後の仕事図鑑」
　　−新たに始まる世界で、
� 君はどう生きるか−

〔子ども向け〕
・「ぼくらの山の学校」

・「一〇五度」

・「目でみる
� ことばのずかん」

と　き　９月１日（土）・10月 6日（土）
　‌　　　午前 11時〜
ところ　安堵町図書室
対　象　幼児から小学生低学年

絵本・紙しばいなど、楽しいお話がいっぱい
みんなで来てください。

〜初めて図書利用カードをつくられる方へ〜
　「図書利用カード申込書」に記入し、住所・氏名の確認できるもの（運
転免許書・健康保険証・学生証など）を添えて
図書室カウンターにお出しください。
すぐに　「図書利用カード」を発行します。

第159回芥川賞・直木賞 発表 夏休み子どもイベント終了

芥川賞

直木賞

「送り火」
　高橋弘希 /著
　文藝春秋

「ファーストラヴ」
　島本理生 /著
　文藝春秋

第９回　こわいおはなし会

夏休み工作クラブ

今年も
たくさんの参加
ありがとう
ございました！

1

32 875 64

109 1514131211

1716 222119 2018

23 24 29

30

2725 26 28
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ムラサキシキブ

９ 月の花

歴
史
民
俗
資
料
館

　

昔
の
人
び
と
が
明
る
さ
を
得
る
た
め
に

使
っ
て
い
た「
灯
芯
」を
取
り
出
す
技
術
、

「
灯
芯
ひ
き
」を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

同
時
に「
わ
ら
ぞ
う
り
作
り
体
験
」も

開
催
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
体
験
会
も
熟
練
の
方
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
体
験
で
き
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と　
き　
①
9
月
23
日（
日
）

　
　
　
　

②
10
月
7
日（
日
）

※
10
月
は
灯
芯
ひ
き
体
験
の
み
実
施

　

い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

灯と

う　

芯し

ん　

ひ　

き　

・

わ
ら
ぞ
う
り
作
り
体
験
会

こ
ど
も
茶ち
ゃ
　
ど
う道
教
室　

全
５
回

［
お
問
い
合
わ
せ
・
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
］

　

安
堵
町
歴
史
民
俗
資
料
館

�

（
大
字
東
安
堵
１
３
２
２
）

�

☎
５
７-

５
０
９
０

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休 

館 

日　
火
曜
日

入 

館 

料　
大
人　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

大
・
高
生　

１
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
生　
　

５
０
円

　
　
　
　
　

団
体
割
引
は
30
名
か
ら

※
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
は
無
料

参
加
料　
入
館
料

申
し
込
み　
各
10
名（
申
し
込
み
順
）

　

※�

わ
ら
ぞ
う
り
作
り
に
参
加
の
方
は
、

は
さ
み
を
持
参
の
上
、
ズ
ボ
ン
で

　
　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

11
月
か
ら
こ
ど
も
を
対
象
と
す
る
茶
道

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
来

月
号
や
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と　
き

①
11
月
11
日（
日
）　

②
11
月
25
日（
日
）

③
12
月
2
日（
日
）　

④
12
月
9
日（
日
）

⑤
12
月
16
日（
日
）

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
頃
ま
で

対　
象

　

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生
ま
で

　

※
全
５
回
参
加
で
き
る
方

灯芯ひきわらぞうり作り

昨年の茶道教室

　

昨
年
の「
敬
老
の
つ
ど
い
」で
配
布
し

た「
安
堵
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

無
料
利

用
券
」の
有
効
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

花
し
ょ
う
ぶ
の
咲
く
写
真
が
目
印
で
す
。

　

９
月
30
日
ま
で
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
友
人
や
家
族
と
ご
一
緒
に
来
館
さ
れ

る
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
無
料
利
用
券
」
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
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ス
ポ
ー
ツ

レク式体力チェック

あんど芋煮会　同時開催 !!
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ス
ポ
ー
ツ

　

６
月
23
日（
土
）大
阪
府
立
体
育
館
で
行

わ
れ
た
、
第
23
回
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
決
定
戦�

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選

手
権
大
会（
主
催
・
極
真
会
館
）に
お
い

て
小
学
２
年
生
女
子
の
部
に
出
場
し
た
近

藤
麗
愛
さ
ん（
日
本
禅
拳
法
心
道
會
安
堵

道
場
所
属
）が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
空
手
で
活
躍
！

と　
き　
９
月
９
日（
日
）雨
天
中
止

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
安
堵
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
期
間　
９
月
３
日（
月
）ま
で

と　
き　
９
月
23
日（
日
・
祝
）雨
天
中
止

　
　
　
　

午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
安
堵
中
央
公
園
多
目
的
広
場

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
期
間　
９
月
５
日（
水
）～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

17
日（
月
・
祝
）

第
21
回

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

第
44
回

　
秋
季
軟
式
野
球
大
会

と　
き　
９
月
９
日（
日
）雨
天
中
止

　
　
　
　

午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
安
堵
中
央
公
園
多
目
的
広
場

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
期
間　
９
月
３
日（
月
）ま
で

第
37
回

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
 

安
堵
町
体
育
協
会

大
会
お
知
ら
せ　

第
20
回

　
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

と　
き　
９
月
９
日（
日
）雨
天
中
止

　
　
　
　

午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
安
堵
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
期
間　
９
月
３
日（
月
）ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
◆

　

安
堵
中
央
公
園
体
育
館
内

　
　

体
育
協
会
事
務
局

�

（
火
曜
休
館
）

　

☎
５
８-

４
０
１
１

リアルチャンピオンシッ
プ、世界総極真全日本ジュ
ニアチャンピオンシップに
続き３冠を達成！

と　き　9月18日（火）
　　　　午前10時30分〜11時
ところ　安堵保育園２階
内　容　うた・手遊び
お問い合わせ
子育て広場あかり　☎︎５７−２８２３

子育て広場あかり
～遊びましょう～

集まりましょう！遊びましょう！笑いましょう！

朝市ほっと安堵
新鮮な野菜をより安く

毎週日曜　朝９時より　安堵中学校南側
■主催：ほっと安堵朝市実行委員会
■お問い合わせ：農政課　☎ 57‒1511㈹

雨天でも開催
しています

出荷者募集

安心・安全な町内の朝採り野菜を安価でご提供します
売り切れ
次第閉店させ
て頂きます
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商
工
会

9月24日 月・祝
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け
い
じ
ば
ん

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
」
及
び
公
開
講
座
の
開
設

法
隆
寺
青
年
会
議
所
45
周

年
記
念
事
業
「
大
和
川
で

つ
な
ぐ　
人
・
ま
ち
・
未
来
」

　
　
　
　
　
（
香
芝
市
本
町
１
４
６
２
）

　

※�

平
成
28
年
度
以
降
に
基
礎
講
習
ま
た

は
定
期
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方
が
対

象
。
２
年
以
内
に
１
回
以
上
受
講
す

る
こ
と
で
資
格
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

※
期
限
切
れ
に
注
意

【
受
付
期
間
】

　

10
月
１
日（
月
）～
17
日（
水
）

　

平
日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

※�

会
場
の
都
合
上
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

【
対
象
者
及
び
費
用
】

①�

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
の
認

定
を
受
け
て
い
る
患
者
等
搬
送
事
業
所

の
従
業
員

②�

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
に
患

者
等
搬
送
事
業
所
と
し
て
の
認
定
申
請

を
予
定
し
て
い
る
方
及
び
そ
の
従
業
員

③
受
講
料
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

【
申
込
方
法
】

・�

６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
脱
帽
、
正

面
、
上
半
身
の
写
真　
（
横
2.5
㎝
×
縦

3
㎝
）を
２
枚
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

最
寄
り
の
消
防
署（
奈
良
市
、
生
駒
市

を
除
く
）で
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合�

西
和
消
防
署

　

☎
０
７
４
５-

７
３-

１
０
０
１

　

患
者
等
搬
送
事
業
所
に
従
事
す
る
乗
務

員
の
方
に
必
要
な
応
急
手
当
に
関
す
る
知

識
及
び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
た「
患

者
等
搬
送
乗
務
員
基
礎
講
習
」と
、
そ
の

知
識
及
び
技
能
を
適
正
に
維
持
向
上
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た「
患
者
等
搬
送
乗
務

員
定
期
講
習
」を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。

【
基
礎
講
習
】（
２
日
間
の
受
講
が
必
要
）

と　
き　
10
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

28
日（
日
）の
２
日
間

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

と
こ
ろ　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　
　
　
　

天
理
消
防
署

　
　
　
　
（
天
理
市
富
堂
町
10-

３
）

　

※�

は
じ
め
て
受
講
さ
れ
る
方
、
ま
た
は

資
格
期
限
切
れ
の
方

【
定
期
講
習
】（
両
日
と
も
定
員
50
名
）

①
と　
き　
11
月
1
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　

と
こ
ろ　
奈
良
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
奈
良
市
八
条
５
丁
目
404-

１
）

②
と　
き　
11
月
２
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

　

と
こ
ろ　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　
　
　
　
　

香
芝
消
防
署

患
者
等
搬
送
乗
務
員
基
礎
講

習
及
び
定
期
講
習
の
ご
案
内

　

体
験
ブ
ー
ス
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
金

券
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　

専
門
家
や
タ
レ
ン
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
飲
食
ブ
ー
ス
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
子
様
や
お
孫
様
と
一
緒
に
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と　
き

　

９
月
24
日（
月
・
祝
）

　

午
前
11
時
～
午
後
5
時

※
参
加
無
料
・
申
込
不
要

と
こ
ろ

　

三
郷
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

　
（
三
郷
町
勢
野
西
１-
２-
２
）

主
催

　

一
般
財
団
法
人　

法
隆
寺
青
年
会
議
所

　

☎
０
７
４
５-

７
３-

８
９
７
７

詳
細
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

w
w
w
.houryuji-jc.org

と
き　
10
月
７
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ�

　

�

奈
良
地
方
法
務
局（
奈
良
市
高
畑
町
５

　

５
２　

奈
良
第
二
地
方
合
同
庁
舎
内
）

相
談
対
応

法
務
局
職
員
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員
等

相
談
内
容

登
記
相
談
、
戸
籍
・
成
年
後
見
相
談
、

供
託
相
談
、
人
権
相
談
等

そ
の
他

　

①
予
約
制
・
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

　

※
原
則
予
約
優
先

　

②
公
開
講
座

・
１
回
目「
遺
言
」

・��

２
回
目「
相
続（
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
を
含
む
。）」

　

定
員
は
各
回
30
名
で
、
予
約
制
で
す
。

予
約
受
付　
９
月
３
日（
月
）

　
　
　
　
　

～
28
日（
金
）

※�

詳
し
く
は
、
奈
良
地
方
法
務
局

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

奈
良
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
７
４
２-

２
３-

５
５
３
４

　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
案
内
６
番
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け
い
じ
ば
ん

【
１０
月
１
日
～
７
日
は「
公
証
期
間
」】

　

遺
言
を
残
し
た
り
、
土
地
・
建
物
や
金

銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
、
慰
謝

料
な
ど
に
関
す
る
書
類
を
公
正
証
書
に
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

最
近
で
は
老
後
を
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
に
遺
言
や
任
意
後
見
契
約
の
公
正
証

書
を
作
成
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る
も
の
で
、

公
文
書
と
し
て
強
い
証
拠
力
、
執
行
力
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
、
原

本
は
公
証
役
場
で
保
存
す
る
た
め
、
紛

失
・
偽
造
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
正
証
書
作
成
に
関
し
て
の
ご
相
談
は

無
料
で
す
。

相
談
日

　

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

時
間

　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

相
談
所
及
び
お
問
い
合
わ
せ

・
奈
良
合
同
公
証
役
場

　

奈
良
市
内
侍
原
町
６

　
　

奈
良
県
林
業
会
館
３
階

　

☎
０
７
４
２-

２
２-

２
９
６
６

　

昭
和
52
年
３
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建

物
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有
す
る
安
定
器
が

あ
り
、
原
則
と
し
て
、
所
有
者
が
、
法
で

定
め
る
処
分
期
間
で
あ
る
平
成
33
年
３
月

31
日
ま
で
に
全
量
処
分
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
を
使
用
ま
た
は
保

管
し
て
い
る
と
き
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置

法
に
基
づ
き
届
出
が
必
要
で
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ

使
用
安
定
器
を
発
見
し
た
場
合
、
す
ぐ
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
の
掘
り
起

こ
し
調
査
を
奈
良
県
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
調
査
票
等
が
届
い
た
皆
様
は
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

安
堵
町
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
７-

３
６
５
８

　

奈
良
県
く
ら
し
創
造
部
景
観
・

　

環
境
局
廃
棄
物
対
策
課
産
業
廃
棄

　

物
第
二
係

　

☎
０
７
４
２-
２
７-

８
７
４
８

　

本
校
で
は
、
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等

部
に
お
い
て
、
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
や

児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
々
に
対
し
、
教

育
相
談
並
び
に
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校　

　

☎
０
７
４
５-

７
３-

２
１
１
１

　
（
窓
口　

教
頭
）

Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
）の
掘
り
起
こ
し
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

大
切
な
契
約
や
遺
言
は
公
証
役
場
で

～
遺
言
と
任
意
後
見
で
老
後
の
安
心
設
計
を
！
～

奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校

か
ら
の
お
知
ら
せ

期
間　
９
月
21
日（
金
）～
30
日（
日
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

　

交
通
事
故
の
な
い

　
　

や
す
ら
ぎ
の

　
　
　

大
和
路
づ
く
り

～
大
和
の
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
～

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

・
高
田
公
証
役
場

　

大
和
高
田
市
大
中
９
８

　

お
が
わ
ビ
ル
２
階

　
（
大
和
高
田
市
役
所
東
隣
）

　

☎
０
７
４
５-

２
２-

７
１
６
６

印

平
成
○
年
○
月
○
日

　
　氏

　
　名

　
　
　印

遺  

言  

書

平成○年○月○日に死亡した被相続人○○○○の遺産について、

相続人全員による協議の結果、下記のとおり決定した。

１．相続人○○○○はすべての相続財産を取得する。

２．相続人○○○○は遺産を何も取得しない。
平成○年○月○日　

　　　　　相続人　住　所
　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　印

　　　　　相続人　住　所
　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　印

遺産分割協議書
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け
い
じ
ば
ん

　

近
年
の
夏
季
の
猛
暑
時
に
お
け
る
児

童
、
生
徒
へ
の
健
康
面
の
配
慮
、
ま
た
授

業
に
集
中
で
き
る
快
適
な
学
習
環
境
を
整

え
る
た
め
、
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
、

安
堵
小
学
校
及
び
安
堵
中
学
校
の
普
通
教

室
、
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
整
備
工
事
を

実
施
し
、
２
学
期
よ
り
全
校
一
斉
に
運
用

開
始
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
快
適
な
学
習
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
５
７-

２
０
３
３

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〇
採
用
予
定
の
職
種
と
人
員

　

一
般
事
務
職　

1
名

〇
試
験
日

・
第
一
次
試
験　

　

10
月
27
日（
土
）

・
第
二
次
試
験　

　

11
月
中
旬（
予
定
）

〇
試
験
会
場　

　

三
室
休
日
応
急
診
療
所　

〇
採
用
予
定
日　

　

平
成
31
年
4
月
1
日

〇
受
験
資
格

　

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
、
平
成
31
年

3
月
卒
業
見
込
み
の
人
。

〇
受
付
期
間

　

9
月
21
日（
金
）
～

10
月
12
日（
金
）（
土
日
・
祝
日
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

〇
受
付
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

王
寺
周
辺
広
域
休
日
応
急
診
療
施
設
組

合
事
務
局

　

☎
０
７
４
５-
７
４
―
４
１
０
０

　

公
共
下
水
道
へ
接
続
さ
れ
て
い
る
方

で
水
道
水
だ
け
で
な
く
、
井
戸
水（
地
下

水
）、
雨
水
利
用
水
、
湧
水
な
ど
を
使
用
す

る
人
が
、
こ
の
排
水
を
公
共
下
水
道
へ
排

出
す
る
場
合
、
そ
の
内
容
を
届
出
の
上
、

下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
せ
ず
に
使
用
料
の
徴
収
を

免
れ
た
場
合
は
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
届
出
を
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　
　

　

☎
５
７-

２
３
３
３

安
堵
小
学
校
・
安
堵
中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

王
寺
周
辺
広
域
休
日
応
急
診
療
施

設
組
合
採
用
試
験
案
内
に
つ
い
て

水
道
水
以
外
の
水
（
井
戸
水

な
ど
）
を
公
共
下
水
道
へ
流

す
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

９月 人権・行政相談日
相談日　９月11日（火）
時　間　午後１時〜３時
ところ　役場３階会議室
相談員　人権擁護委員
　　　　行政相談委員
※�相談は無料、秘密は守られます。
お問い合わせ
　総務課　☎︎57−1511（代）

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１
テン

１
イチ

（毎月11日は
人権を確かめあう日）という意味です。
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安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

け
い
じ
ば
ん

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

【
お
申
し
込
み
方
法
】

　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
氏
名
、
住
所
、

午
前（
第
１
回
）も
し
く
は
午
後（
第
２
回
）

を
ご
記
入
の
上
、
左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し
く

は
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
込

書
等
を
返
信
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
送
信
い
た
だ
き
受
付
と
し
ま

す
。

　

ま
た
、
参
加
者
多
数
等（
１
回
に
約
30

名
）
で
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
は
、

連
絡
い
た
だ
い
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
若
し
く
は
メ
ー

ル
に
て
、
ご
連
絡
し
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
締
切
日
】

　

９
月
22
日（
土
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　

通
信
指
令
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
４-

２
６-

０
１
１
５

　

FAX
０
７
４
４-

４
６-

９
１
７
５

　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

tsushin@
naraksk1

1
9
.jp

　

聴
覚
障
害
者
等
の
皆
様
の
通
報
手
段
と

し
て
、
携
帯
端
末
か
ら
通
報
を
可
能
に
し

た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
の

説
明
・
登
録
会
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
登
録
会　
日
時
と
開
催
場
所
】

と　
き　
９
月
29
日（
土
）

第
１
回　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　
（
午
前
10
時
に
集
合
）

第
２
回　

午
後
２
時
～
５
時

　
　
　
　
（
午
後
２
時
に
集
合
）

と
こ
ろ

　

奈
良
県
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
番
11

　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

【
説
明
・
登
録
会
の
前
に
、

　
ご
確
認
い
た
だ
く
こ
と
】

　

◇w
eb1

1
9
.info

ド
メ
イ
ン
を
利
用
可
能
な
状
態
に
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
な
設
定
方
法
等
は
、
各
携
帯
電
話

会
社
の
店
舗
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

◇
メ
ー
ル
設
定
用
の
暗
証
番
号

【
当
日
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
】

　

◇�

本
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る
携
帯
電

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９

説
明
・
登
録
会
開
催
日
時
の
ご
案
内

◎
秋
の
交
通
安
全
運
動

　

命
を
守
る
た
め
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
全
席
で
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。
交
通
事
故
の
際
に
、
車

外
放
出
、
車
内
で
の
身
体
の
強
打
や
前

席
の
人
へ
の
衝
突
を
予
防
す
る
た
め
に

も
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
９
月
21
日
～
30
日
ま
で
秋
の

交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
交
通
規
則
を
守
っ
て
、
交
通
事
故

を
防
止
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

住
宅
侵
入
窃
盗
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
　

安
堵
町
内
で
は
、
夜
間
民
家
に
泥
棒

が
入
る
忍
込
み
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
被
害
を
防
止
す
る
に
は
、

・
ド
ア
や
窓
の
施
錠
を
確
実
に
す
る

・�

出
か
け
る
前
や
、
寝
る
時
は
雨
戸
を

閉
め
る

・�

音
の
鳴
る
防
犯
装
置
、
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
、
補
助
錠
の
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
９
月
１１
日
は「
警
察
相
談
の
日
」

　

警
察
で
は
９
月
11
日
を「
警
察
相
談

の
日
」と
定
め
、
犯
罪
等
に
よ
る
被
害

の
未
然
防
止
に
関
す
る
相
談
や
、
安
全

と
平
穏
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
不
急
の
場
合
は
、
警
察
相
談
専

用
電
話「
＃
９
１
１
０
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
電
話
口
お
金
の
話
、そ
れ
は「
詐
欺
」

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

は
、
高
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
若
い
世
代
の
方
も
、
ご
両
親
や

ご
近
所
の
方
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
く

だ
さ
い
。
最
近
は
、
金
融
機
関
を
名
乗

る
犯
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し

て
し
ま
う
と
い
う
詐
欺
が
連
続
発
生
し

て
い
ま
す
。
金
融
機
関
が
カ
ー
ド
を
預

か
っ
た
り
、
暗
証
番
号
を
聞
く
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

安
堵
町
内
で
は
、
女
性
宛
に
債
権
請

求
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
ま
す
。
裁
判

所
か
ら
の
通
知
は
、
裁
判
所
の
封
筒
で

宛
名
の
方
に
直
接
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル

の
請
求
に
応
じ
な
い
で
、
家
族
や
警
察

等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
交
通
事
故
・
盗
難
被
害
等
は

１
１
０
番
を

　

事
件
・
事
故
・
不
審
者
は
迷
わ
ず

１
１
０
番
を
お
願
い
し
ま
す
。
駐
在
所

に
用
件
が
あ
る
方
は
、

☎
０
７
４
５-

７
２-

０
１
１
０

へ
電
話
し
て
、
西
和
警
察
署
員
へ
お
伝

え
く
だ
さ
い
。



Heartful Information No.55027

９月の主な行事予定カレンダー
詳しくは ところ じかん

く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

1日（土） ねこじゃらしおはなし会 P18 図書室 午前11時〜
2日（日） クリーンアップ大作戦 8月号 安堵町役場集合 午前9時〜10時

安堵健康ウォーキング P14 福祉保健センター前 午前8時45分集合
3日（月）
4日（火） 妊産ママのボディケア＆カフェ P17 福祉保健センター 午前10時〜正午

消費者相談 P14 安堵町役場 午後1時〜4時 ※予約制
5日（水） こころの相談室 P17 福祉保健センター 午後1時〜3時

役場健康相談 P17 安堵町役場 午前9時〜10時30分
6日（木）

7日（金）
ベビママサロン P18 福祉保健センター 午前10時〜11時45分
助産師による母乳・育児相談（個別相談） P17 福祉保健センター 午前10時〜正午 ※予約制
利用者支援事業（個別相談） P14 福祉保健センター 午後1時〜4時 ※予約制

8日（土） 安堵中学校ＰＴＡバザー P7 安堵中学校武道場 午後3時〜4時30分

9日（日）
敬老のつどい P5 トーク安堵カルチャーセンター 午前9時30分〜正午頃
第３７回秋季ソフトボール大会 P21 安堵中央公園多目的広場 午前9時〜
第２０回秋季テニス大会 P21 安堵中央公園テニスコート 午前9時〜
第２１回秋季ソフトテニス大会 P21 安堵中央公園テニスコート 午後1時30分〜

10日（月） 子宮頸部検診 P17 福祉保健センター ※予約制

11日（火）
３歳６か月児健康診査 P17 福祉保健センター 午後1時15分〜1時45分受付
人権・行政相談 P25 安堵町役場 午後1時〜3時
消費者相談 P14 安堵町役場 午後1時〜4時 ※予約制

12日（水）
smileねっと P15 福祉保健センター 午前9時30分〜正午
こころの相談室 P17 福祉保健センター 午後1時〜3時
安堵ウエストサイズストーリー③ 8月号 安堵中央公園 午後1時30分〜3時30分

13日（木）

14日（金）
ベビママサロン P18 福祉保健センター 午前10時〜11時45分
助産師による母乳・育児相談（個別相談） P17 福祉保健センター 午前 10時〜正午 ※予約制
利用者支援事業（個別相談） P14 福祉保健センター 午後1時〜4時 ※予約制

15日（土）
16日（日）
17日（月）

18日（火）
子育て広場あかり〜遊びましょう〜 P21 安堵保育園 午前10時30分〜11時
子宮頸部検診 P17 福祉保健センター ※予約制
消費者相談 P14 安堵町役場 午後1時〜4時 ※予約制

19日（水） こころの相談室 P17 福祉保健センター 午後1時〜3時
20日（木） 個別健康相談 P17 福祉保健センター ※予約制

ストップザ慢性腎臓病教室 P16 福祉保健センター 午前9時30分〜午後0時30分

21日（金）
ベビママサロン P18 福祉保健センター 午前10時〜11時45分
助産師による母乳・育児相談（個別相談） P17 福祉保健センター 午前 10時〜正午 ※予約制
利用者支援事業（個別相談） P14 福祉保健センター 午後1時〜4時 ※予約制
平成３０年度戦没者追悼式 P7 福祉保健センター 午後2時〜

22日（土） 子宮頸部検診 P17 福祉保健センター ※予約制
だいどう幼稚園運動会 安堵小学校運動場 午前9時〜

23日（日） 第４４回秋季軟式野球大会 P21 安堵中央公園多目的広場 午前9時〜
灯芯ひき・わらぞうり作り体験 P19 歴史民俗資料館 午後1時30分〜3時30分

24日（月）
25日（火） ほっとあんどサロン P13 福祉保健センター 午前10時〜正午

消費者相談 P14 安堵町役場 午後1時〜4時 ※予約制
26日（水） こころの相談室 P17 福祉保健センター 午後1時〜3時

工作クラブ P18 福祉保健センター 午後3時30分〜4時30分
27日（木）

28日（金）
ベビママサロン P18 福祉保健センター 午前10時〜11時45分
助産師による母乳・育児相談（個別相談） P17 福祉保健センター 午前 10時〜正午 ※予約制
利用者支援事業（個別相談） P14 福祉保健センター 午後1時〜4時 ※予約制

29日（土） 安堵保育園運動会 安堵保育園 午前9時30分〜
30日（日） 粗大ごみ（あつみ台・小泉苑） P10・11 午前8時30分〜11時30分



　題字：前春日大社�権宮司　岡本彰夫氏

広報「安堵」は再生紙を使用しています。

2828

えーまちあんど
メール配信サービス

もしもの時のために、登録をしま�
しょう！
登録はa-machi-ando@entry.mail-�
dpt.jpを直接入力するかQRコード
を読み取り空メールを送信して手続
してください！

※�登録は無料ですが、
パケット代等の通信　
料はご負担となりま　
す

Heartful Information No.550

●
広
報
安
堵

第
５
５
０
号　
２
０
１
８
年
９
月
１
日
発
行　
●
発
行
・
編
集
／
安
堵
町
役
場
・
総
合
政
策
課　
■
〒
６
３
９-

１
０
９
５　
奈
良
県
生
駒
郡
安
堵
町
東
安
堵
９
５
８
番
地　
☎︎
０
７
４
３-

５
７-

１
５
１
１

広報「安堵」は再生紙を使用しています。

人のうごき（８月1日現在）

男‥‥‥‥�3,542人
女‥‥‥‥�3,928人
人口�‥‥‥7,470人

世帯数‥�3,471世帯

前月比� 3人増

前月比� 6世帯増

安堵町民憲章
わたしたちは、いにしえの歴史と文化が香
る安堵のまちを愛し、先人の築いた教え
に誇りをもって、一人ひとりが交流し支え
あうほっと安堵できるまちをめざします。
○ お互いを尊重し、心の通い合う温かい

まちにしましょう
○  すこやかで生きがいのある、安心して

暮らせるまちにしましょう
○活力と希望に満ちたまちにしましょう
○ 歴史と伝統を受け継ぎ、郷土の文化を

発信するまちにしましょう

第
８
回
広
島
大
仏

あ
ん
ど
祈
り
の
つ
ど
い
夢
あ
か
り（
安
燈
会
）が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

案
山
子
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し

活
動
へ
の
寄
附
を
受
け
ま
し
た
。

　

７
月
27
日（
金
）に
当
町
の
案
山
子
に

よ
る
ま
ち
お
こ
し
活
動
に
深
い
ご
理
解

を
示
さ
れ
た
福
井
水
道
工
業
株
式
会

社
様
か
ら
、
多
額
の
寄
附
を
賜
り
ま
し

た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
案
山
子
に
よ

る
ま
ち
お
こ
し
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

オ
ブ
ジ
ェ
「
案
山
子
」制
作
展
示
実

行
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　

☎
５
７-

１
５
１
１（
代
）

　

８
月
５
日（
日
）
に
、
あ
ん
ど
祈
り
の
つ
ど
い
夢

あ
か
り（
安
燈
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

例
年
以
上
に
暑
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
最
高

（
約
１
，
０
０
０
人
）の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｔ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、
斑
鳩
マ
ジ
ッ
ク
同
好
会
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク

の
披
露
、
ま
た
安
堵
小
学
校
６
年
生
に
よ
る「
広
島

レ
ポ
ー
ト
」
の
発
表
や
、
お
は
な
し
会「
ね
こ
じ
ゃ

ら
し
」に
よ
る
祈
り
の
紙
芝
居
の
朗
読
な
ど
も
あ
り
、

今
年
も
み
ん
な
で
平
和
を
願
う
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
来
場
者
を
対
象
に
燈

火
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
、
み
ん
な
の
手
で
灯
さ
れ

た「
祈
り
の
あ
か
り
」が
各
会
場
を
幻
想
的
に
灯
し

て
い
ま
し
た
。

左から（北田副町長、平山顧問、福井水道工業㈱
 福井会長、森中会長、西本町長）


